平成３０年度　第４回気高地域振興会議議事概要
日　時　平成３０年８月２７日（月）午後１時３０分から午後３時１０分
場　所　気高町コミュニティーセンター　２F大会議室
〔出席委員〕

池長綾子委員、河根裕二委員、西尾雅彦委員、田中洋二委員、池原隆秋委員、田中敦志委員、松本弥生委員、横田昭男委員、荒尾 　極委員、水津文恵委員、三澤秀正委員、米田克彦委員
〔欠席委員〕
なし

〔事務局〕

武田敏男支所長、岡本幸子副支所長、大角正道市民福祉課長、
石井盛光地域振興課課長補佐
［傍聴者］
なし
◎会議次第

１　開会

２　あいさつ
３　協議事項

　　（１）視察研修について
４　報告事項

（１）防災行政無線デジタル化について
（２）西いなばようこそスタンプラリーについて
（３）うぐい突き親子教室チラシについて
（４）ふるさと気高ウォーキング大会チラシについて
５　その他
　　
６　閉会
◎議事概要

１　開会

２　会長あいさつ
３　協議事項

（１）視察研修（案）について
【事務局】別紙に基づき研修（案）を説明。紹介して頂いた荒尾委員で補足があればお願いします。
【委員】大下さんの活動は、アート、芸術の知識を活かし地域と関わっている。大下さんの活動で大山町の移住、定住者が増えており、鳥取県からも注目されている。
【会長】気高地域で求めているのは、大下さんの様な人材ではないだろうか。
【副会長】古民家を活用してどのような活動をされているのか興味がある。
【会長】他に意見がなければ、視察研修（案）どおり進めてよろしいか。
【委員】異議なし。
【事務局】日程及び内容について進めさせていただきます。

４　報告事項

（１）防災行政無線デジタル化について
【事務局】Ｐ１からＰ２に基づき説明。
【委員】台風時、本庁からの放送は最大音量で流れて聞き取りづらかった。
【事務局】本庁から直接放送される場合、デジタルからアナログに変換されてから気高地域に放送されることや戸別受信機の老朽化により聞き取りづらいことはあります。

【委員】音声告知専用端末を設置すれば放送内容は今までと変わりないのか。

【事務局】音声告知端末は、基本的には地域情報が中心となります。緊急情報については、屋外拡声子局などで放送します。
【委員】音声告知専用端末の価格はどうか

【事務局】集落で補助申請をして頂ければ自己負担額10,000円で設置できます。これは、あくまでも端末の補助となりますので、ケーブルネットワークに加入していることが前提となります。
【委員】補助を受ける場合は、加入率の条件があるのか。

【事務局】集落として、音声告知専用端末の補助を選択した場合は、加入率は関係なく補助対象となります。

【委員】集落単位で放送することは可能か。

【事務局】可能です。

【委員】同時加入でなくても端末補助を受けることは可能か。
【事務局】平成３４年度まで補助期間となっていますので、集落で端末補助を選択されていれば補助対象となります。

【委員】防災行政無線で放送された内容を確認する伝言ダイヤルはつながりにくいということはないか。

【事務局】現在のところ、そういう話は聞いていません。

【委員】伝言ダイヤル番号は、シールにすれば便利だと思う
【事務局】検討させてください。

（２）西いなばようこそスタンプラリーについて

【事務局】Ｐ３からＰ５に基づき説明。
特に意見なし。

（３）うぐい突き親子教室チラシについて

【事務局】Ｐ６に基づき説明。
特に意見なし。
（４）ふるさと気高ウォーキング大会チラシについて

【事務局】Ｐ７からＰ８に基づき説明。
特に意見なし。
５　その他
【委員】気高地域の体育施設が指定管理者制度になって、現在の状況はどうか。
【事務局】すべてがスムーズとは言えませんが、鹿の助スポーツクラブと教育委員会気高町分室、生涯学習スポーツ課が情報交換しながら、大きなトラブルもなく運営が出来ていると思います。現在、課題となっているのが、鹿野、青谷、気高の地域ごとに使用料の減免扱いについて考え方が異なっており協議を進めているところです。
【委員】貝がら節祭りが新しい形で実施され、これから実行委員会で総括されると思うが、現時点でどのように感じたか。

【事務局】初日の花火が大きく変更になったが、昨年よりは多くの方に来て頂いたように感じます。

【委員】花火については、成功だったと思う。場所については、遊具のある場所にステージをすれば、花火の時に移動する混雑を避けられると感じた。２日目については、抜本的な改革が必要。正調貝がら節を見せることも必要。
【委員】花火についは、見る場所によってそれぞれ感想が違うようだ。
【委員】踊りは、事業所の参加が少なくなってきているのが課題。
【事務局】防災行政無線について、デジタル化以降も今までどおり定時にミュージックチャイムを流します。しかし、同時刻に流す場合は昼に「ふるさと」と夕方に「夕焼け小焼け」が流れることとなり、「貝がら節」や「ときめきマイタウン」を流すことはできなくなります。方法として、時間帯を変更すれば、現在の気高地域の音楽を流すことも可能です。委員の皆様のご意見を参考にしたいと思います。
【委員】例えば、気高地域だけ17時半に「貝がら節」や「ときめきマイタウン」を流すことは可能か。

【事務局】可能です。
【委員】宝木、瑞穂地区は、11時半に放送している。生活リズムもあるので、あわせる必要はないと思う。
【事務局】１１時半と17時半に設定ができますし、地区ごとに時間を変更することも可能です。

【会長】意見がなければ、これで終わりにしたいと思います。
【事務局】ご意見を参考とさせて頂き、気高町自治連合会と協議を進めていきます。
６　　閉会
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